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　大分県 で は 1989年 か ら
「
良食味米 の 安定生産技術」 の

試験を実施 し，県産米 の 品質 ・食味向上技術の検討を行っ

て い る。

　米 の 食味に影響する成分として は主にア ミロ
ー

ス 含有

率，蛋白質含有率があげられ，両成分 とも含有率 が 高 く

な る と食味が低下 す る と され て い る
2β「4）

。 ま た ，両成分の

含有率は登熟期の気 温 と関係が深 い と され て い る。

　稲津
2｝
は登熟期の 気温が低い と米の ア ミ ロ

ー
ス 含有率は

高 く な る と し，本城
1）
，梁取

5 ）
は 登熟期 の 気温 が 高い と米

の 蛋 白質含有率は高くなる として い る。しかし， これ ら

登熟気 温 と両成分 との 関係 をみ た 報告 で は 同 じサ ン プル

で食味官能試験 は 実施 し て い ない 。

　そ こ で，登熟期 の 気温 が米 の ア ミn 一
ス ，窒素含有率お

よ び食味 に与え る影響 に つ い て ，作期 を変 えて検討 し ，
二

，

三 の知見 が 得 られ た の で ， その 概要を報告する 。

　　　　　　　　 材料および方法

　試験は 1989〜1991年に大分県農業技術 セ ン タ
ー

の 水 田，

細粒灰色低地土 （造成層） で 行 っ た。供試品種 は コ シ ヒ

カ リ，農林 22号，ヒ ノ ヒ カ リお よび ユ メ ヒ カ リで あっ た。

登熟期間の 気温を変える ため，移植期は 4月 17〜21日 （以

下 早 期），6 月 20〜21日 （普通期），7 月 10〜11日 （晩植）

の 計 3 回設 け た 。 本 田 の 窒素施腮 量 は 第 1 表に 示 した よ

うに ，基肥 は 品種お よび生育期間を考慮 して 設定 した 。

第 1表　本 田 窒素施肥量 （kg／a ）

作 　期 　 コ シヒカリ，農林22号 　　ヒノ ヒカ リ　　 ユ メ ヒ カ リ

早 　　期 　　O．3− 0．2− 0，1（0．2）　0．5− O，3− O．2 　0，6− 0．3− O，2
普通期 　　0．2− 0、2− 0．1（0，2）　0，4− O，3− 0、2　0．5− O．3− 0．2
晩 　　植 　　0，1− 0，2− 0．1（0，2）　Q．3− 0．3− O．2　0．4− 0．3− 〔｝．2
注 1 ＞　基 fi巴一穂 茸巴

一
晩期 寵曹月巴。

　 2 ） （ ） 内は 1989 年を示 す。また ，
1989年の 晩植の 基肥 は 普

　　 通 期 と 同 量 を施用 した。
　 3 ） りん 酸お よ び 加里 は 各品 種毎 に 同燉 を施用 し た。

穂肥 お よび晩期穂肥 の量 は 品種 で 統
一し，3 作期 とも同

量施用 し た。

　米 の 成分分析 は 近赤外分光分析計 （ニ レ コ 6500型）を

用 い て，窒素含有率および ア ミ ロ
ー

ス 含有率を測定し た。

食味官能試験 は 各 品 種 の 早期米 を 基準 と した。所内 で の

官能試験 は パ ネラーを15〜18名とし た 他 は食糧庁 の 食味

試験実施要領に 準 じて，梅雨期前の 12月 と梅雨期後の 翌

年 10月 1こ行 っ た。但 し，1991年産米 は 梅雨期前 の み で あ っ

た。また，
1989年と1990年産米は 梅雨期前 の 試料につ い

て穀物検定協会にお い て も官能試験を実施 した。

　稲体 の 窒 素分析 は 1990年 と1991年 に お い て は ， 出穂期

と出穂後 25目の サ ン プ ル につ い て 実施 した。出穂期は 全

稲体，出穂後25目は穂を除く全稲体につ い て，1990年は

ケ ル ダ
ー

ル 法 で
，
1991年 は近赤外分光分析計で 分析 した 。

　　　　　　　　 結果 および考察

1。気象およ び生育概況

　1989年の 気温は 8月中旬まで は 平年よ り低温に推移 し

た た め 生育量はやや不足 したが ， 出穂後の 日照時間 が 平

年並 みか らやや多 く， 登熟 は 良好で あっ た 。

　1990年は全般に高温 ・多照に推移 し た。こ の ため生育

量 は 旺盛で，台風 の 接近 もあり晩植は倒伏 した。しか し，

倒伏は 比較的遅い 時期 の 発生 で あっ た 。 出穂期お よび成

熟期 は促進された。

　1991年 は 7 月上旬まで 少照 に推 移 したた め 早 期栽培 の

初期生育はやや軟弱 で あっ た。しかし． そ の後の 天候は

良く．生育は回復する とともに各作期 と も登熟は 順調 で

あっ た。

　コ シ ヒ カ リと農林22号は耐倒伏性 が劣る た め 基肥窒素

量を少なくしたが，各年次，作期とも倒伏が 比較的多く見

られた。しか し，倒伏 は 登熟期の 後半 で あ っ た た め米 の 成

分お よび食味へ 影響する程で はない と思われ た。

平成 4 年 4 月 24日　 第69回 講演会 で発 表 キー
ワ
ード ：水稲，登 熟気温 食味，窒 素，ア ミ ロ

ー
ス
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第 2 表　生育 ・収量及び登熟 気温

品種名
倒

伏

当

米

量

a

玄

収

熟
　
温

登

　
気

出

穂

期

期作

　　　　　　 早　期
コ シ ヒ カ リ　 普通期

　　　　　　 晩　植

月．β　 ℃ 　   　 0−5

7，188

，179
，1

27．1　 57．3　　2．6

25．7　　47．0　　4，5
23．2　　39，8　　 4，7

　　　　　　 早．　期　　　7．29　　26．7　　55．3　　2，2

農 林 22号 　　普通期　　8．26　 24．2　 50，9　　3．8

　　　　　　 晩 　　植　　9，　5　　22．7　　46、ユ　　4、0

　　　　　　 早　　期　　　8，　4　　26，1　　55，7　　0
ヒ ノ ヒ カ リ　 普 通 期 　 8．30 　 23 ．7 　 56，9 　 1．3

　　　　　　 晩 　　植　　9，　8 　　21，9　　52，2　　2．2
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注 1 ） 1989〜1991年 の 平 均値。

　 2 ）登熟気温 は出穂後 30日 間の 平均気温。

　玄米収量 は第 2 表に 示す よ うに，各品種，年次 とも晩

植が最も劣 り，早生種の コ シ ヒ カ リと農林22号 は早期 が

普通期 に優 っ た が，中
・
晩 生 種 の ヒ ノ ヒ カ リとX メ ヒ カ

リで は 早期 と普通期 の 問に差 が なか っ た。

2．登熟気温

　登熟気温は第 2 表 に 示すよ うに ， 出穂後30日間の 平均

気温 で 高温登熟 の 早期 と低温登熟の 晩植で は 4℃程度の

差 が 各年次，品 種 と も得 られ た。な お，1990年 は稀 な 高

温年 の ため各作期と も平均気温 は 他 の 年次 よりも高 か っ

た。

3．登熟気 温 と米 の ア ミ ロ ー
ス 含有率 の 関係

　ア ミ ロ ース 含有率は年次お よび供試 した 4 品種 を通 じ，

登熟気温 と極めて密接な関係が見られ，登熟気温 が高い

ほ ど ア ミ ロ
ース 含有率 は 低下傾向を示 し た （第1 図）。こ

の結果 は稲津の 報告
2）
と
一

致するもの で あ っ た。

4．登熟気温 と玄米窒素含有率との 関係

　1989年 は 第 2 図 に 示す よ うに
， 農林22号と ヒ ノ ヒ カ リ

τ
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　 　 　 　 　 　 　 出 穂後30日間 の 平均 気 温 （℃）

第1図　登熟気温とア ミ ロ
ー

ス 含有率との関係（3か年）
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第 2 図　登熟気温と玄米窒素含有率との関係（1989年）
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第3 図　登熟気温 と玄 米窒素含有率と の関係（1990年）

で は登熟温度が高い ほ ど玄米の窒素含有率は低か っ た，

コ シ ヒ カ リは 早期 で 低 く， 普通期 と晩植 には 差 が なか っ

た。ユ メ ヒ カ リは早期と普通期に は差がなく， 晩植で高
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第 4 図

　 20　　　　　　　　22　　　　　　　　24　　　　　　　　26　　　　　　　　28

　 　 　 　 　 出 穂 後3服 間 の 平均気 温 （℃ ）

登熟気温 と 玄米窒素含有率と の 関係 （1991年）

か っ た。

　199D年 は 4 品種 とも登熟気温が高 い ほ ど玄米 の 窒索含

有率は低 くな っ た （第 3図）。

　1991年 の 玄米の窒素含有率 は，早期 は 明らか に低か っ

たが ，普通期と晩植との 問に は一定の傾向がなか っ た （第

4 図）。

　本試験で は 同
一

品種 の 穂肥 お よ び晩期穂肥 の 量 は一定
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第 3 表　稲体 と玄米 の 窒素含有率 （％ ）

品

種　 作期
名

1990年 1991年
　 稲 体 　 玄米 　 稲 体 　 玄米

出穂期 後25 日　　　 出 穂期 後 25日

コ ヒ
早 期 1．350 ．731 ．451 ．531 ．301 ．40

シ カ　普通期　 1、06　 0、74　1．54　 1，56　 1、29　1．58
　 り
　　 晩 植 1、550 ．871 ．771 ，581 ．291 ．64

農
早 期 1．000 ．701 ．451 ．431 ，261 ．48

林22 普通期　 1，02　 0．64　 1，65　 1，52　 1．31　 1，63
号 晩 植 1．530 ．981 ．831 ．521 ．251 ．64

ヒ ヒ
早 期 1．070 、771 ．451 ．461 、301 ．51

ノ カ 　普 通 期 　1．08 　 0．83 　1．64 　1．53 　 1．35　1，70
り

晩 植 1．681 ．201 ，781 ．551 ．331 ．60

ユ ヒ
早 期 1・170 ・811 ・541 ・451 ・291 ・53

メ カ　普通期　 1．21　 e．79　1．71　 1．46　 1、28　 1．71
　リ

晩 植 1．401 ．14 ／．731 ．481 ．321 ．71

注）稲体窒素含有率の出穂期は全稲体，出穂後25日は穂を除く。

　各品種 の 早期米 を 基準 とし た 3 か 年 7 回の食味総合評

価 を第 5 図 に示 す。晩植米は 基準の 早期米に対 し ， 金般

に劣ると評価された 。 普通期米は基準の 早期米に 対 し，

差は認められなか っ た。

　晩植米の 他の 評価項目で は，粘りの 低下 （弱 い ）が顕

著 で，外観 は 低下 し たもの の そ の 程度 は小 さか っ た（デ
ー

タ 省略）。

　晩植米は 他 の 2作期 よ りア ミ ロ
ー

ス 含有率 が 高く，ま

た，窒素含有率も早期米 よ り高 く，普通期米 と同等 も し

くは高か っ た こ とか ら，晩植米の食味評価が劣る 要因と

して は 両成分 の 影響が考え られ る 。

　しかし，早期米は両成分 とも普通期米よ りも含有率が

低 か っ た が，食味評価 で は 普通期米 との 間には差は認め

られ なか っ た。従 っ て，早期米 と普通期米 との 間の 食味

評価につ い て は，ア ミ ロ
ー

ス お よび窒素含有率 の み か ら

評価す る の は 困難 で あ っ た。

と し，各作期 の 追肥量 に 差 は 設けて い ない 。しか し ， こ

の 様な作 期 を変え た 圃揚 試 験 の 場合，稲体 の 出穂まで の

生育前歴が異なる た め，玄米の窒素含有率に影響する と

考え られ る 出穂期お よび 出穂後25日 の 稲体の窒素含有率

を調査 した。

　第 3表 に 示す よ うに，1990年の 晩植は稲体 の 窒素含有

率が高い た め 登熟気温 の みの 評価 は 困難 で あるが，早期

と普通期で は稲体の窒素含有率に差は み られない ，しか

し，玄米の窒素含有率は普通期 よ り早期 （高温登熟） で

低くな っ た。1991年の 普通期 と晩植の 問 に は稲体 の 窒素

含有率 に差 がな く，玄 米 の 窒素含有率 に も差 が 認め られ

なか っ た。

　すなわち，本 試 験 で は 玄 米 の 窒素 含有率 は 早期 （高温

登熟） で は 明 らか に低く， 普通期 の そ れ も晩植 （低温登

熟） と等 しい か，な い し は 低 い 値を示 し た。こ れ は ， 本

庄
1）
お よ び梁取

5冫
の 高温登熟で 米 の 蛋白質含有率は高 くな

る と い う報告と異な る結果 で あっ た。今後，人工 気象室

等を用 い た試験と併せ て検討する必 要 がある と思われる。

5．作期 と食味官能評価の 関係

早 期米 に対す る総 合評価 値 の 分布

品種名 作　期
一〇．6　　−O、5　　−Or4　　−0卜3　　−O．2　　−0、1o0 ，1　 0，2

コ シ 　 普通期

ヒ カ リ 晩 　植
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CO 　O 　　 　O

　　　　　 第 5 図　作期と食味総合評価

注 1）基準米は各品種の 早期米。
　 2 ）1989年産米 3 回，1990年産米 3 回，1991年産米 1回。

　　　　　　　　　　摘　 　要

　登熟気温 が米の 窒素含有率，ア ミ ロ
ー

ス 含有率お よ び

食味に 与える影響に つ い て ，作期を変え て 検討 した。
1 ．ア ミ ロ

ー
ス 含有率 は 早期 （高温 登熟）で 低 くな り，

　晩植 （低温登熟） で 高 くな っ た。

2．早期 （高温登熟） の 窒素含有率は 普通期および晩植

　 （低温登熟） よ り明 らか に低 か っ た。また，普通期 も

　晩植 （低温登熟）に対 し 同等な い し低い 傾 向であっ た。

3．食味官能評価は 晩植 （低温登熟） で 劣り，早期 （高

　温登熟）と普通期 との 間には差がなか っ た。

4 ．晩植米の食味評価が劣る 要因とし て は ア ミ n 一
ス 含

　有率及び窒素含有率の影響が考えられたが，早期米と

　普通期米との 間の 食味評価 につ い て は両成分 の み か ら

　評価す る の は 困難 で あ っ た。
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